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Q
A

学校給食の充実と災害時の取り組みは

〈町長〉

給食は利用率の変動により検討する。災害時は
給食委託業者への発注を検討する。

【
Ｑ
１
】

　

子
ど
も
達
に
「
温
か
い

給
食
」
を
食
べ
て
も
ら
う

た
め
、
今
の
弁
当
箱
方
式

か
ら
、
保
温
性
の
高
い
食

缶
で
の
提
供
に
変
え
て
は

ど
う
か
。

【
Ａ
１
】

　

給
食
利
用
率
が
高
水
準

に
あ
る
た
め
、
現
段
階
に

お
い
て
は
、
現
行
の
ラ
ン

チ
ボ
ッ
ク
ス
で
の
デ
リ
バ

リ
ー
給
食
を
継
続
し
な
が

ら
、
充
実
を
図
る
。
利
用

率
が
、
下
が
る
よ
う
で
あ

れ
ば
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を

行
い
検
討
す
る
。

【
Ｑ
２
】

　

学
校
給
食
の
地
産
地
消

に
向
け
、
町
と
し
て
何
か

取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

【
Ａ
２
】

　

女
性
農
業
委
員
を
中
心

と
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
が
、
休
耕
地
を
利

用
し
て
熊
野
産
の
黒
大
豆

を
生
産
し
て
い
る
。
そ
れ

を
学
校
給
食
に
提
供
す
る

予
定
で
あ
る
。

【
Ｑ
３
】

　

大
雨
警
報
な
ど
で
突
然

休
校
に
な
っ
た
場
合
、
給

食
を
廃
棄
す
る
と
聞
い
た

が
、
避
難
所
に
避
難
さ
れ

て
い
る
方
へ
の
提
供
は
出

来
な
い
か
。

【
Ａ
３
】

　

給
食
の
調
理
開
始
後
に

急
遽
臨
時
休
校
と
な
っ
た

場
合
に
は
廃
棄
す
る
こ
と

に
な
る
が
、
調
整
が
つ
け

ば
提
供
は
可
能
だ
と
思
わ

れ
る
。

【
Ｑ
４
】

　

災
害
時
、
避
難
者
の
方

へ
の
食
事
の
提
供
を
、
給

食
の
委
託
業
者
で
対
応
す

る
事
は
出
来
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

昨
年
の
災
害
時
に
は
給

食
委
託
業
者
や
、
町
内
の

弁
当
業
者
で
対
応
し
た
。

今
後
も
大
量
の
食
事
が
必

要
な
時
に
は
、
発
注
も
検

討
す
る
。

子育て支援
教 育

水原 耕一議員

Q
A

不登校の現状と対応は

〈町長〉

不登校は上昇傾向にある。学校・保護者・関係機関と連携
し、適切な対応に努めている。

竹爪 憲吾議員

【
Ｑ
１
】

　

熊
野
町
の
児
童
・
生
徒
の

不
登
校
の
現
状
と
、
こ
れ
ま

で
の
推
移
は
。

【
Ａ
１
】

　

今
年
度
の
１
学
期
末
現
在
、

小
学
校
４
名
、
中
学
校
24
名

が
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
。

　

過
去
３
年
間
の
推
移
は
小
、

３
、０
、５
名
。
中
、
18
、
22
、

37
名
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

不
登
校
の
子
ど
も
達
の
話

を
聞
き
、
原
因
を
把
握
し
対

応
が
で
き
て
い
る
か
。

【
Ａ
２
】

　

担
任
教
員
等
が
家
庭
訪
問

し
、
本
人
と
面
会
、
保
護
者

と
も
連
携
し
、原
因
を
探
り
、

そ
の
解
消
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
将
来
、
社
会
的

な
自
立
を
目
的
に
個
別
の
指

導
計
画
を
策
定
し
、
支
援
に

努
め
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

そ
れ
ら
の
対
応
で
子
ど
も

達
に
変
化
は
あ
る
か
。

【
Ａ
３
】

　

少
し
ず
つ
効
果
が
見
ら
れ

る
が
、
す
ぐ
に
改
善
に
つ
な

が
ら
な
い
。

【
Ｑ
４
】

　

不
登
校
の
子
ど
も
の
中
に

は
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
通
う

子
も
い
る
と
聞
く
が
、
熊
野

町
で
は
ど
う
か
。

【
Ａ
４
】

　

現
在
、
２
名
の
生
徒
が

通
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
５
】

　

教
育
機
会
確
保
法
に
よ
り

不
登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援

が
広
が
り
、
広
島
県
で
も
調

査
検
討
中
で
あ
る
。
町
と
し

て
も
不
登
校
の
子
ど
も
の
将

来
を
支
え
る
仕
組
み
を
考
え

て
い
た
だ
き
た
い
が
。

【
Ａ
５
】

　

今
後
の
国
、
県
の
動
向
を

注
視
し
考
え
た
い
。

Q
A

民生委員改選状況と、次期改選
までの対策は
〈町長〉

「なり手不足」は顕著となっている。民生委員確保に向け、
諸施策を推進する。

中島 数宜議員

【
Ｑ
１
】

　

８
月
末
の
改
選
状
況
は
。

【
Ａ
１
】

　

定
数
48
人
に
対
し
、
今

期
の
一
斉
改
選
で
は
、
欠

員
３
人
と
、
辞
任
さ
れ
る

方
を
含
め
、
19
人
の
改
選

が
必
要
だ
が
、
８
人
確
保

が
で
き
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

【
Ｑ
２
】

　

改
選
に
あ
た
っ
て
の
問

題
点
は
何
か
。

【
Ａ
２
】

　

生
活
困
窮
者
な
ど
の
支

援
対
象
者
や
業
務
量
の
増

加
、
地
域
福
祉
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
・
複
雑
化
に
よ
る

負
担
増
が
主
な
課
題
で
あ

る
。

【
Ｑ
３
】

　

次
期
改
選
時
ま
で
の
具

体
的
対
策
は
。

【
Ａ
３
】

　

地
区
社
協
等
、
地
域
活

動
の
中
で
、
民
生
委
員
へ

の
協
力
体
制
の
強
化
や
、

人
材
の
確
保
に
努
め
る
。

【
Ｑ
４
】

　

活
動
内
容
を
考
慮
し
、

活
動
費
を
増
額
し
、
民
生

委
員
の
労
に
応
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

【
Ａ
４
】

　

国
か
ら
５
万
９
千
円

（
年
）、
町
か
ら
10
万
８
千

円（
年
）と
な
っ
て
い
る
が
、

近
隣
市
町
の
状
況
を
注
視

し
、
適
正
化
に
努
め
る
。

【
Ｑ
５
】

　

民
生
委
員
の
推
薦
は
自

治
会
長
の
み
な
ら
ず
、
町

全
体
で
選
出
す
る
仕
組
み

を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
Ａ
５
】

　
「
民
生
委
員
選
出
委
員

会
」
の
設
立
を
含
め
、
他

市
町
の
取
り
組
み
を
聴
取

し
、
実
効
性
の
あ
る
施
策

を
講
じ
て
い
く
。

健 康
福 祉 Q

A

児童虐待防止の体制強化を

〈教育部長〉

関係機関との情報共有を図り、早期発見・早期対応に取り組む。

【
Ｑ
１
】

　

昨
年
度
の
町
内
児
童
虐

待
相
談
対
応
件
数
は
22
件

と
伺
っ
て
い
る
が
具
体
的

に
は
。

【
Ａ
１
】

　

22
件
の
内
、
身
体
的
虐

待
が
17
件
、
心
理
的
虐
待

が
４
件
、ネ
グ
レ
ク
ト（
育

児
放
棄
）
１
件
で
対
象
年

齢
は
未
就
学
児
が
７
人
、

小
学
生
が
11
人
、
中
学
生

が
２
人
、
高
校
生
が
２
人

と
な
っ
て
い
る
。

【
Ｑ
２
】

　

不
登
校
の
児
童
・
生
徒

の
情
報
を
子
育
て
・
健
康

推
進
課
や
西
部
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
（
児
童
相
談

所
）
と
共
有
さ
れ
て
い
る

の
か
。

【
Ａ
２
】

　

児
童
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
情
報
共
有

し
て
い
る
。

【
Ｑ
３
】

　

子
ど
も
か
ら
直
接
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
出
せ
る
方
法
を
確
認

し
、
関
係
機
関
の
連
絡
先

を
伝
え
て
い
る
の
か
。

【
Ａ
３
】

　

児
童
相
談
所
全
国
共
通

ダ
イ
ヤ
ル
１
８
９
の
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
な
ど
を
教
室
に

掲
示
し
て
い
る
。

【
Ｑ
４
】

　

リ
ス
ク
の
高
い
事
案
に

つ
い
て
は
、
最
悪
の
事
態

に
発
展
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
の
強
い
危
機
意
識
を

関
係
者
全
員
が
持
ち
、
子

ど
も
の
命
を
守
る
こ
と
を

最
優
先
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

【
Ａ
４
】

　

早
期
発
見
・
早
期
対
応

を
第
一
に
優
先
し
て
い
く
。

沖田ゆかり議員


